
 

附属機関の進め方について（案） 

１．附属機関のスケジュール 

時期 主な議題 

４月７日(火) 

＠外大 

第１回(２ｈ) 

 

 

（１）神戸市外大の現状把握と議論の進め方 

①諮問内容の説明等 

②附属機関における議論の進め方（議論の方向性） 

③事業概要説明・大学ヒアリング 

７月 17 日(金) 第２回(２ｈ) 

 

（１）市が大学を設置している意義について 

（２）神戸市外大の現状評価について 

（３）課題整理と今後の検討の方向性について 

８～９月 第３回(２ｈ) 議題は、第２回の議論の方向性によって決定。 

10～11 月 第４回(１ｈ) （１）答申案の確認・議論（12 月中に答申確定予定） 

２．附属機関における審議のフローチャートと論点 

① 一般的に基礎自治体が大学を設置している意義は何か 

 ↓ 

② 神戸市が大学を設置している意義とは何か。 

 ↓ 

③ 意義を果たしていると認められる条件・水準の明確化 

 ↓ 

④ 
外大の現状は、神戸市が大学を設置している意義との適合性が認められるか。 

（条件別評価→総合的評価の２段階で議論） 

 ↓YES（明確に認められる、概ね認められる     ↓NO（認めにくい） 

⑤ 
公立大学としての意義をさらに発揮するため、

改善すべき点は何か。（改善点提案） 

 
⑥ 

公立大学としての意義を果たすために、どのよ

うな課題があるか。（課題の整理） 

 ↓ 

⑦ 外大が抱える課題が、現行の教育・研究体制を前提として、解決可能か、持続可能性が確保できるか。 

 ↓YES（現行体制でも改善可能性あり） ↓NO（解決困難・持続性に限界あり）        

⑧ 

・どのような取り組みが必要か。（解決策提案） 

・実施後の効果をどのように把握・評価すべき

か。 

 

⑨ 

現状のままでは持続可能性が確保できず、中教

審の答申に想定されるような抜本的な見直し

の検討が必要である。 

 ↓ 

⑩ 
中教審の答申に想定される各方策（連携／再編／統合／規模縮小／撤退）について、大学としてのメリッ

ト、デメリット、市政への影響、留意点を精査。 

↓ 

⑪ 
「他大学との連携」「再編」の方策により、現状の課題を克服し、大学を維持・存続させることが可能か。

（課題解決の可能性、実現可能性を検証） 

 ↓YES                                       ↓NO 

⑫ 

・いずれの方策を選択することが最も有効か。 

・有効性が認められる条件はなにか。 

・実施後の効果をどのように把握・評価すべき

か。 

 

⑬ 

「統合」「規模縮小」「撤退」の選択可能性につ

いて、市としてどのように整理すればよいか。 

（規模縮小は、課題解決の可能性、実現可能性

を検証） 

 

資料５ 


